
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 

学校名 弓削商船高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜

間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省

令

で

定

め

る

基

準

単

位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部等 

共通科目 

専

門

科

目 

合

計 

 

商船学科   

 

 

 

      

 

 

 

15 15 7  

電子機械工学

科 
 8 8 7  

 

情報工学科   9 9 7  

海上輸送シス

テム工学専攻 
  

 

8 
6 14 7  

 
生産システム

工学専攻 
   4 12 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

＜http://www.yuge.ac.jp/subject/syllabus＞にて公開 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学

校法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用

いること。 
 

学校名 弓削商船高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kosen-k.go.jp/about/release/index.html#yakuinmeibo 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 熊本大学長 
平成 28年 4月 1日～

令和 6年 3月 31日 
理事長 

常勤 
東京工業大学

理事・副学長 

平成 30年 4月 1日～

令和 2年 3月 31日 

研究・産学連携 

情報システム 

非常勤 東京大学教授 
平成 26年 4月 1日～

令和 2年 3月 31日 
男女共同参画推進 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 弓削商船高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

国立高等専門学校機構で統一した Web シラバスのフォーマットに沿って、毎年度 12

月～3 月の期間に、授業計画書を各教員が作成し、教務委員会で確認の上、Web シラ

バスにて公開する。 

また、各科目の最初の講義で学生に対してシラバスの説明を行っている。なお実務

経験のある教員等による授業科目についてはその旨を記載している。 

授業計画書の公表方法 

<https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=41&lang=ja> 

<http://www.yuge.ac.jp/subject/syllabus/advance> 

にてシラバスを公開 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法によ

り、学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定

していること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学習成果の評価方法については、シラバスに明記し、それに沿って試験、レポート

などの提出物、発表などを評価し、「弓削商船高等専門学校学業成績の評価並びに 進

級・特別進級及び卒業の認定に関する規則」に基づき、その結果を教員会議の場に

おいて教員の審議を経て校長が厳正かつ適正に評価して単位を与えている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

定期試験ごとに 100点法をもって評価した学業成績の平均点をもって順位を算出する

ものとする。なお、専攻科については各期末に算出する。平均点は小数点以下第 3位

を四捨五入し、同点の場合は同順位とする。なお、休学者は順位の対象外とし、留

学生はその中で順位決定する。 また「合・否」や「履修・未履修」で表記される科

目は含まない。 

 

対象外科目：特別活動、卒業研究、校内練習船実習、商船学セミナー、インターン

シップ、地域創生演習 1、地域創生演習 2 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
<http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules>にて公

表 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

ディプロマ・ポリシーを定め、<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy> 

<http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules>に公表している。また、卒業の

認定は、学科ごとに次の要件を満たした学生について行っている。 

・商船学科：学則に定める所定の卒業単位数を満たしていること。大型練習船実習

を修了していること。 

・電子機械工学科および情報工学科：学則に定める所定の卒業単位数を満たしてい

ること。 

卒業要件の確認は、その結果を教員会議の場において教員の審議を経て校長が認定

している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

入 学 時 に 配 布 す る 学 生 便 覧 に 明 記 、 ま た 、

<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy> 

３つの教育方針 

<http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules> 

の学則および進級に関する規定 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学

校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 弓削商船高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoH29.pdf 

収支計算書又

は損益計算書 

https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoH29.pdf 

財産目録  

事業報告書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/H29jigyohokokusho1.pdf 

監事による監

査報告（書） 

https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/kanjiikenH30.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の年度計画 対象年度：平成 31

年度（2019年度）） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/resources/information/nendo-h31.pdf 

中長期計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画 対象年度：平成 31

年（2019 年）4 月１日から令和 6年（2024 年）3 月 31 日まで） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/resources/information/chuukikeikaku-4th.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/disclosure/self>に PDFを公表 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 商船学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.yuge.ac.jp/school-guide/mission,学生

便覧に記載） 

（概要）教育基本法（昭和 22 年法律第 25 号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）

に基づき深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。この

目的に応じて、商船学科では、船員教育を基盤にした海事総合科学を身につけた技術者の

育成を目的としている。 

卒 業 の 認 定 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： <http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/policy>の 3 つの教育方針および <http://www.yuge.ac.jp/student/educa

tionrules>の学則および進級に関する規定） 

（概要）商船学科は、ディプロマ・ポリシーを定め、Web ページに公表している。また、

卒業の認定は、学則に定める所定の卒業単位数を満たしていること。大型練習船実習を修

了していることとしている。 

卒業要件の確認は、その結果を教員会議の場において教員の審議を経て校長が認定してい

る。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/policy>） 

（概要）教育課程は、授業科目及び特別活動により編成するものとする。 

２授業科目及びその履修単位数は、一般科目にあっては別表第１、専門科目にあっては、

別表第２のとおりとする。として学則に定めている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： <http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/policy>の 3 つの教育方針） 

（概要） 

〇求める学生像 

・船や海に強い興味を持っている人 

・好奇心や探究心が強い人 

・自立心が強く根気力のある人 

〇選抜の基本方針 

（推薦による選抜） 

・推薦書及び中学校における調査書に加えて、面接の結果と国語、数学、英語の口頭試問

を総合して選抜します。 

（学力検査による選抜） 

・中学校における調査書及び学力検査の結果を総合して選抜します。 

・学力検査は高専機構の作成した国語、数学、英語、理科、社会の 5 教科による試験とし

ます。 

 

  



  

学部等名  電子機械工学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.yuge.ac.jp/school-guide/mission, 学生便覧に

記載） 

（概要）教育基本法（昭和 22 年法律第 25 号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26

号）に基づき深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。

この目的に応じて、電子機械工学科では、ものづくりのできる実践的な技術者－計画・設

計から生産・保守運用までできる技術者－の育成を目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy>の 3

つの教育方針および<http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules>の学則および進級

に関する規定） 

（概要）電子機械工学科は、ディプロマ・ポリシーを定め、Webページに公表している。

また、卒業の認定は学則に定める所定の卒業単位数を満たしていることとしている。 

卒業要件の確認は、その結果を教員会議の場において教員の審議を経て校長が認定してい

る。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/policy>） 

（概要）教育課程は、授業科目及び特別活動により編成するものとする。 

２授業科目及びその履修単位数は、一般科目にあっては別表第１、専門科目にあっては、

別表第２のとおりとする。として学則に定めている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy>

の 3 つの教育方針） 

（概要） 

〇求める学生像 

・機械いじり・ものづくりに興味がある人 

・電気・電子工作に興味がある人 

・コンピュータを使った「もの」の操作に興味がある人 

〇選抜の基本方針 

（推薦による選抜） 

・推薦書及び中学校における調査書に加えて、面接の結果と国語、数学、英語の口頭試問

を総合して選抜します。 

（学力検査による選抜） 

・中学校における調査書及び学力検査の結果を総合して選抜します。 

・学力検査は高専機構の作成した国語、数学、英語、理科、社会の 5 教科による試験とし

ます。 

 

  



  

学部等名  情報工学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.yuge.ac.jp/school-guide/mission, 学生便覧に

記載） 

（概要）教育基本法（昭和 22 年法律第 25 号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26

号）に基づき深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。

この目的に応じて、情報工学科では、情報リテラシー、情報工学の知識に加え、問題分

析、解決能力を備えたシステム技術者の育成を目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy>の 3

つの教育方針および<http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules>の学則および進級

に関する規定） 

（概要）情報工学科は、ディプロマ・ポリシーを定め、Web ページに公表している。ま

た、卒業の認定は学則に定める所定の卒業単位数を満たしていることとしている。 

卒業要件の確認は、その結果を教員会議の場において教員の審議を経て校長が認定してい

る。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/policy>） 

（概要）教育課程は、授業科目及び特別活動により編成するものとする。 

２授業科目及びその履修単位数は、一般科目にあっては別表第１、専門科目にあっては、

別表第２のとおりとする。として学則に定めている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy>

の 3 つの教育方針） 

（概要） 

〇求める学生像 

・コンピュータを使いこなしたい人 

・コンピュータのしくみに興味がある人 

・コンピュータで何かをやろうと考えている人 

〇選抜の基本方針 

（推薦による選抜） 

・推薦書及び中学校における調査書に加えて、面接の結果と国語、数学、英語の口頭試問

を総合して選抜します。 

（学力検査による選抜） 

・中学校における調査書及び学力検査の結果を総合して選抜します。 

・学力検査は高専機構の作成した国語、数学、英語、理科、社会の 5 教科による試験とし

ます。 

 

  



  

学部等名  海上輸送システム工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.yuge.ac.jp/school-guide/mission, 専攻科学生

用手引きおよび入学時配布の専攻科学生用手引きに記載） 

（概要）高等専門学校における教育の基盤の上に、精深な程度において商船に関する高度

な専門的知識及び技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材を育成するこ

とを目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy>の 3

つの教育方針および<http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules>の学則、専攻科学

生用手引き） 

（概要）海上輸送システム工学専攻は、ディプロマ・ポリシーを定め、Webページに公表

している。また、修了の認定は学則に定められており、所定の卒業単位数を満たしている

こととしている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/policy>） 

（概要）専攻科の教育課程は、学則の中で別表 3 として定めている。授業科目により編成

するものとする。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy>

の 3 つの教育方針） 

（概要） 

〇求める学生像 

・工学的素養を身につけ海事関係分野で活躍したい人 

・海上輸送管理技術を身につけ社会で活躍したい人 

〇選抜の基本方針 

（推薦による選抜） 

・推薦書、調査書並びに本校で実施する面接の結果を総合して選抜します。 

（学力検査による選抜） 

・本校で実施する学力検査（専門科目、英語、数学）の成績、調査書及び面接の結果を総

合して選抜します。 

（社会人特別選抜） 

・推薦書、調査書及び面接（専門科目に関する口頭試問を含む）の結果を総合して選抜し

ます。 

 

  



  

学部等名  生産システム工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.yuge.ac.jp/school-guide/mission, 専攻科学生

用手引きおよび入学時配布の専攻科学生用手引きに記載） 

（概要）高等専門学校における教育の基盤の上に、精深な程度において工業に関する高度

な専門的知識及び技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材を育成するこ

とを目的としている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy>の 3

つの教育方針および<http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules>の学則、専攻科学

生用手引き） 

（概要）生産システム工学専攻は、ディプロマ・ポリシーを定め、Webページに公表して

いる。また、修了の認定は学則に定められており、所定の卒業単位数を満たしていること

としている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/policy>） 

（概要）専攻科の教育課程は、学則の中で別表 3 として定めている。授業科目により編成

するものとする。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/policy>

の 3 つの教育方針） 

（概要） 

〇求める学生像 

・手と頭脳が同時に働く実践的技術者を目指す人 

・コミュニケーション能力と国際感覚を備えたい人 

〇選抜の基本方針 

（推薦による選抜） 

・推薦書、調査書並びに本校で実施する面接の結果を総合して選抜します。 

（学力検査による選抜） 

・本校で実施する学力検査（専門科目、英語、数学）の成績、調査書及び面接の結果を総

合して選抜します。 

（社会人特別選抜） 

・推薦書、調査書及び面接（専門科目に関する口頭試問を含む）の結果を総合して選抜し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 

<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/school_introduction/organization>の組織

図および学校要覧に記載 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

商船学科 － 3人 7人 2人 4人 0人 16人 

電子機械工学科  3人 5人 1人 1人 0人 10人 

情報工学科 － 5人 4人 0人 2人 0人 11人 

総合教育科  3人 7人 3人 3人 0人 16人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 27人 27人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公 表 方 法 ： https://research.kosen-k.go.jp/researcher-

list/?page=1&limit=30&affiliationId=6684000000  

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

商船学科 

40人 40人 100％ 240人 239人 99.6％ 

 0人（4年

次編入学 

 

若干名（3年

次編入学留学

生） 

0人（4年

次編入学 

 

0人（3年

次編入学留

学生） 

電子機械工学

科 

40人 42人 105％ 200人 213人 106.5％ 

若干名（4年

次編入学 

 

若干名（3年

次編入学留学

生） 

0人（4年

次編入学 

 

0人（3年

次編入学留

学生） 

情報工学科 

40人 38人 95％ 200人 213人 106.5％ 

若干名（4年

次編入学 

 

若干名（3年

次編入学留学

生） 

0人（4年

次編入学 

 

0人（3年

次編入学留

学生） 

合計 

120人 120人 100％ 640人 665人 103.9％ 

若干名（4年

次編入学 

 

若干名（3年

次編入学留学

生） 

0人（4年

次編入学 

 

0人（3年

次編入学留

学生） 

海上輸送シス

テム工学専攻 4人 2人 50％ 8人 5人 62.5％ 0人 0人 

生産システム

工学専攻 8人 9人 112.5％ 16人 16人 100％ 0人 0人 

合計 12人 11人 91.7％ 24人 21人 87.5％ 0人 0人 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

商船学科 
32人 

（100％） 

3人 

（ 9.4％） 

29人 

（ 90.6％） 

0人 

（  0％） 

電子機械工学

科 

27人 

（100％） 

3人 

（ 11.1％） 

23人 

（ 85.2％） 

1人 

（  3.7％） 

情報工学科 
45人 

（100％） 

12人 

（ 26.7％） 

33人 

（ 73.3％） 

0人 

（  0％） 

海上輸送シス

テム工学専攻 

0人 

（ 0％） 

0人 

（  0％） 

0人 

( 0％） 

0人 

（  0％） 

生産システム

工学専攻 

5人 

（100％） 

1人 

（ 20％） 

4人 

（ 80％） 

0人 

（  0％） 

合計 
109人 

（100％） 

19人 

（ 17.4％） 

89人 

（ 81.7％） 

1人 

（  0.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

日本郵船㈱、㈱商船三井、JFEスチール㈱、大分キヤノン㈱、島津メディカルシステムズ㈱ 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）国立高等専門学校機構で統一した Web シラバスのフォーマットに沿って、毎年度、

授業計画書を作成し Web にて公開し、最初の講義で学生に対してシラバスの説明を行ってい

る。学習成果の方法をシラバスに明記し、それに沿って学習成果を評価し教員会議の議を経

て校長が厳正かつ適正に評価して単位を与えている。学業成績は 100 点法をもって評価して

いる。各期の中間成績および期末成績の際に、学生本人および保護者に成績表を送付し、そ

の成績表にクラス内の席次（順位）と平均点を記載することで通知している。 

 

 

 

 

 

 



  

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関するこ

と 
（ 概 要 ） デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー を 定 め 、 <http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/policy><http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules>に公表している。また、卒

業の認定は、学科ごとに次の要件を満たした学生について行っている。 

・商船学科：学則に定める所定の卒業単位数を満たしていること。大型練習船実習を修了し

ていること。 

・電子機械工学科および情報工学科：学則に定める所定の卒業単位数を満たしていること。 

・専攻科の修了は 2年以上在学し、所定の授業科目を履修し、62単位以上を修得すること。 

卒業要件の確認は、その結果を教員会議の場において教員が審議を経て校長が認定してい

る。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

商船学科（航海） 151単位 無 単位 

商船学科（機関） 149単位 無 単位 

電子機械工学科 167単位 無 単位 

情報工学科 167単位 無 単位 

 
海上輸送システム

工学専攻 
62単位 無 単位 

 
生産システム工学

専攻 
     62単位      無               単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：<http://www.yuge.ac.jp/campas/buildmap>および学校要覧 

 

 

 

 

 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 商船学科 234,600円 84,600円 

240,660円 

～   

228,060円 

スポーツ振興センター共済掛

金：1,550円、BACE テスト検定

料：810円、後援会費：39,000

円、学生会費：6700 円、寮生

会費（入寮者のみ）：3,000

円、寄宿料（入寮者のみ）一人

部屋：9,600円、寄宿料（入寮

者のみ）複数人部屋：8,400

円、教科書代：70,000 円、制



  

服代 110,000円 

電子機械工

学科 
234,600円 84,600円 

240,660円 

～   

228,060円 

スポーツ振興センター共済掛

金：1,550円、BACE テスト検定

料：810円、後援会費：39,000

円、学生会費：6700 円、寮生

会費（入寮者のみ）：3,000

円、寄宿料（入寮者のみ）一人

部屋：9,600円、寄宿料（入寮

者のみ）複数人部屋：8,400

円、教科書代：70,000 円、制

服代 110,000円 

情報工学科 234,600円 84,600円 

230,660円 

～   

218,060円 

スポーツ振興センター共済掛

金：1,550円、BACE テスト検定

料：810円、後援会費：39,000

円、学生会費：6700 円、寮生

会費（入寮者のみ）：3,000

円、寄宿料（入寮者のみ）一人

部屋：9,600円、寄宿料（入寮

者のみ）複数人部屋：8,400

円、教科書代：70,000 円、制

服代 100,000円 

 

海上輸送シ

ステム工学

専攻 

234,600円 84,600円 

63,150円 

～  

50,550円 

  

スポーツ振興センター共済掛

金：1,550円、後援会費：

39,000円、寮生会費（入寮者

のみ）：3,000円、寄宿料（入

寮者のみ）一人部屋：9,600

円、寄宿料（入寮者のみ）複数

人部屋：8,400円、教科書代：

10,000円 

生産システ

ム工学専攻 
234,600円 84,600円 

63,150円 

～  

50,550円 

  

スポーツ振興センター共済掛

金：1,550円、後援会費：

39,000円、寮生会費（入寮者

のみ）：3,000円、寄宿料（入

寮者のみ）一人部屋：9,600

円、寄宿料（入寮者のみ）複数

人部屋：8,400円、教科書代：

10,000円 

 

 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関するこ

と 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 



  

（概要）1年生対象に初年次教育支援室を設け、入学時学力テストや定期試験の結果をもと

に、学習の遅れが見られる学生に対して補習授業をおこなっている。また、時間割にも週 2

日補習のための時間を設けている。また科目によっては moodle による e-learning システム

を活用している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）各学科に進路指導教員を配置し、企業との窓口として学生支援係を置いている。学

生の進路選択に関しては就職指導委員会により審議される。また、3～4年生およびその保護

者を対象にキャリア教育フォーラムを開催している。 

< http://www.yuge.ac.jp/student/career-tasu> 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）学生相談室を設置し、臨床心理士、学習相談員、スクールソーシャルワーカーが交

代で、月～金の週 5日間待機し、学生の相談にあたっている。臨床心理士、学習相談員、ス

クールソーシャルワーカーより学生指導の計画・助言を求める体制を強化し、教職員のスキ

ル向上を図るなど、専門人材による学生支援の充実に取り組んでいる。また、特に助言や援

助等支援が必要と認められる学生への支援を行うため支援チームを置き、支援計画の立案や

実施、保護者との連携、学習環境を整えるなど必要な支援に取り組んでいる。また、SOS学

生相談室窓口フォームを Web ページに設置しメールによる相談を受け付けられるようにして

いる。 

< http://www.yuge.ac.jp/school-guide/school_introduction/consultation> 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

教育研究上の目的・教育方針<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/mission>  

基本組織に関すること、教員組織、教員の数 <http://www.yuge.ac.jp/school-

guide/school_introduction/organization#ORGANIZA_4>  

教員が有する学位 （商船学科）<http://www.yuge.ac.jp/subject/ship/teacher>  

教員が有する学位（電子機械工学科）<http://www.yuge.ac.jp/subject/mech/teacher>  

教員が有する学位（情報工学科）<http://www.yuge.ac.jp/subject/info/teacher>  

教員が有する学位（総合教育科）<http://www.yuge.ac.jp/subject/sougou/teacher>  

教員の業績 

<http://e-campus.yuge.ac.jp/step/modules/pico/index.php?content_id=15>  

入学者の数、収容定員、在学する学生の数、卒業生数、進学者数、就職者数、進学及び

就職の状況 

<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/school_introduction/general-condition>  

シラバス<http://www.yuge.ac.jp/subject/syllabus> 

学習の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準 

<http://www.yuge.ac.jp/student/educationrules>  

校舎等の施設概況 

<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/school_introduction/institution/condition>  

教育施設・設備 

<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/school_introduction/institution>  

入学料、授業料（本科）<http://www.yuge.ac.jp/entrance/country>  

入学料、授業料（専攻科） 

<http://www.yuge.ac.jp/wp-content/themes/yugekousen/data/r2_senkouka.pdf>  

寄宿料<http://e-campus.yuge.ac.jp/shirasuna/about.html#expenses>  

学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

<http://www.yuge.ac.jp/school-guide/school_introduction/consultation>  

 


